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ちいて、16.5日胚から胎生期骨格筋前駆細胞（fetal skeletal muscle progenitor, FMP）
を単離し、その性質と骨格筋再生能を評価し、さらに、成体骨格筋から単離した
SCと比較した。 
 GFP の発現を指標に、セルソーターによって FMP と SC を単離し、培養する










成体になると MyoD タンパク質の発現が消失する。一方、FMP では MyoD を発
現した経歴を持つ細胞はその約半数であることが確認された。そこで、MyoD発
現経歴を有する FMP（MyoD陽性 FMP）と MyoD発現経歴を持たない FMP（MyoD
陰性 FMP）の骨格筋再生能を比較した。両者をジストロフィン欠損マウスへ移
植すると、MyoD 陽性 FMP を移植した場合に、より多くのジストロフィン陽性
筋線維が認められた。また、MyoD陰性 FMP、MyoD陽性 FMP、SCの三者の遺
伝子発現を定量的 PCR で解析でしたところ、骨格筋分化の指標である MyoD、



























 なお、本学位授与申請者は、平成 25 年 5 月 24 日実施の論文内容とそれに
関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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